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気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
、
大
雨
や
津
波
、

高
潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な
災
害
の
起
こ

る
お
そ
れ
が
あ
る
時
に
、「
警
報
」
を

発
表
し
て
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し

た
。

　
８
月

３０
日（
金
）午
前
０
時
以
降
は
、

新
た
に「
特
別
警
報
」
が
加
わ
り
ま
す
。

特
別
警
報
と
は
、
よ
り
甚
だ
し
い
大
雨

や
大
き
な
津
波
な
ど
が
予
想
さ
れ
、
重

大
な
災
害
に
よ
る
危
険
性
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　
特
別
警
報
の
対
象
と
す
る
現
象
は
、

「
東
日
本
大
震
災
」
、
観
測
史
上
日
本

最
高
の
潮
位
を
記
録
し
た
「
伊
勢
湾
台

風
」
の
高
潮
、
紀
伊
半
島
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
「
平
成

２３
年
台
風
第

１２
号
」
の
豪
雨
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　
特
別
警
報
が
出
た
場
合
、
お
住
ま
い

の
地
域
は
数
十
年
に
一
度
し
か
な
い
よ

う
な
非
常
に
危
険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

屋
外
の
状
況
や
、
避
難
指
示
・
勧
告
な

ど
に
留
意
し
、
た
だ
ち
に
命
を
守
る
た

め
の
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
大
雨
な
ど
の
被
害
を
防
ぐ
に

は
、
時
間
を
追
っ
て
発
表
さ
れ
る
注
意

報
や
警
報
、
そ
の
他
の
気
象
情
報
を
活

用
し
て
、
早
め
早
め
の
行
動
を
と
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
特
別
警
報
の
詳
細
は
、
気
象
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.jm
a.go.jp/

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
地
方
気
象
台 

防
災
業
務
課
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備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
86

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

8
月
３０
日
か
ら

「
特
別
警
報
」
が
始
ま
り
ま
す

は
な
は

注　意　報 災害が発生するおそれが
あるときに発表

警　　報 重大な災害が発生する
おそれがあるときに発表

特別警報
重大な災害が発生する
おそれが著しく大きい
ときに発表

大

小

災
害
の
危
険
性

　今年も、南海地震を想定した防災訓練を県下

統一で９月１日（日）午前８時から行います。

黒潮町では、各地域の避難訓練や安否確認訓練

を中心に、住民の皆さんと、役場、消防団、消

防署が合同で防災訓練を実施します。

■訓練参加の際は以下のことを心がけましょう

・「自分の安全確保」「家族の安否確認」「近所の

方の避難誘導」など“身近なテーマ”を持つ

・訓練して足りなかったことやおかしいことを

見直す（反省点を次回に生かしましょう）

・何よりもまず“参加する”

　非常時には普段当たり前にできることもできなくなります。ましてや限られた時間の中

で適切な避難や救助をするとなると、さらに困難な状況となります。

　自分のために、助けたい身近な人のために、訓練しておくことが“そのとき”への大切

な備えです。

　備えることの必要性を理解し、防災訓練に積極的に参加しましょう。

9月1日（日）は「地域のみんなで自主防災訓練」です
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６
月
２３
日
、
上
川
口
の
幡
多
青
少
年

の
家
で
黒
潮
町
消
防
団
夏
季
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
全
体
で
礼
式
訓
練
を
行
っ

た
後
、
普
通
救
命
講
習
、
応
用
中
継
放

水
、
災
害
図
上
訓
練
Ｄ
Ｉ
Ｇ
の
３
種
類

の
訓
練
に
分
か
れ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
礼
式
訓
練
で
は
、
黒
潮
消
防
署
員
の

指
導
の
下
、
消
防
団
員
と
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
員
が
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

特
に
、
新
入
団
員
に
は
、
黒
潮
消
防
署

長
が
入
念
に
礼
式
の
基
本
動
作
を
指
導

し
、
団
員
の
心
も
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
で
は
、
災
害
図
上
訓
練

Ｄ
Ｉ
Ｇ
を
新
た
に
盛
り
込
み
、
黒
潮
町

最
大
の
課
題
で
あ
る
地
震
・
津
波
に
対

す
る
事
前
の
備
え
や
、
地
域
の
特
性
な

ど
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
ま
し
た
。
高

知
県
西
部
に
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生

し
た
と
仮
定
し
て
、
そ
の
時
の
消
防
団

員
・
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
の
動
き
を
確

認
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
班
別
で
話
し
合
っ
た
内
容
を
最
後
に

意
見
と
し
て
発
表
し
、
全
体
で
共
有
し

ま
し
た
。
意
見
の
中
に
は
、
消
防
団
員
・

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
だ
け
で
は
な
く
、

一
住
民
と
し
て
も
参
考
に
な
る
内
容
が

あ
り
ま
し
た
。
主
な
意
見
を
紹
介
し
ま

す
の
で
、
家
庭
で
の
備
え
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。

【
地
震
に
対
す
る
事
前
の
備
え
】

・
体
力
ア
ッ
プ
、
筋
ト
レ
を
す
る
。

・
家
族
の
避
難
場
所
を
確
認
。

・
家
具
転
倒
防
止
対
策
の
徹
底
。

・
住
居
の
耐
震
化
を
進
め
る
。

・
貴
重
品
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
ラ
イ
ト
付

き
）、
靴
な
ど
を
、
夜
に
は
枕
元
に

置
い
て
寝
る
。

・
避
難
訓
練
に
は
す
す
ん
で
参
加
す
る
。

・
防
災
資
機
材
の
取
扱
方
法
の
確
認
。

・
避
難
の
際
に
は
大
声
で
津
波
が
来
る

こ
と
を
叫
び
な
が
ら
逃
げ
る
。

・
家
族
で
複
数
の
避
難
経
路
の
確
認
と
、

避
難
訓
練
を
行
う
。

・
日
頃
か
ら
心
構
え
を
し
て
お
く
。

　
次
に
起
き
る
地
震
が
ど
れ
程
の
も
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ど
ん
な

規
模
の
地
震
が
き
て
も
１
人
の
犠
牲
者

も
出
さ
な
い
よ
う
、
住
民
全
員
で
災
害

に
屈
す
る
こ
と
の
な
い
町
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

黒
潮
町
消
防
団
が
夏
季
訓
練

○
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
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